
研　究　題　目

研究室名　氏　名

研究概要：

研究目的：

研究成果：

（図や表、グラフなどを使って説明してください）

（簡潔に）

（簡潔に）

（14pt）

（A4 サイズ）

（12pt）

苦労した点や感想など：

（適宜、各項目の「枠」の大きさを調整してください）

15mm

15mm

15mm 15mm

山家・柏原研究室　福原　理子

マナビノバから商いと暮らしが混在したまちを知る
ー藤棚商店街における集合住宅の提案ー

商業と暮らしが混在した場所において、私的空間と公的空間について考える。
疎遠的になりやすい、まちと共用部と住戸との関係をなめらかに繋げていく
集合住宅を提案する。

プライベート空間が様々なカタチでパブリック空間へ開いていく事で多様な
交流を生み出し、地域コミュニティを活性化していく。

私的空間と公的空間をどう繫ぎ合わせるかが難しかった。院生
からの助言で考えがまとまり、設計できた。楽しそうな雰囲気
の模型を作れたことがとても嬉しい。

研究概要：

研究目的：

研究成果：

苦労した点や感想など：

「あの奥に置いてあるもの気になる！」

「ギターの弾き方、
　教えてください！」

「僕も同じ植物を育てたくなりました！」

「このおじさん、今日もお洒落だなぁ。」

「お花ってどうやって生けるの？」

「あ、子育てについて聞きたい事が
　あったから聞いてみよう！」

「天気のいい日は、ここで読書す
　るのが最高なんだよな～」

「珈琲に合うお菓子を持ってきた
のでみんなで食べましょう！」

角に沿うカタチ

掻き込むカタチ

間に通すカタチ飛び出すカタチ

寄り添うカタチ 突き出るカタチ 離れたカタチ

住戸

共用部

各住戸が共用部との間に 10㎡～ 50㎡の

マナビノバを持つ。

→趣味の拡張であったり、習い事の場所

として住人たちは過ごし、共有していく。


